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「就任のご挨拶」                   校長 丸山 健 

                              

４月から三河歯科衛生専門学校の校長を拝命しました丸山でございます。２０年ほ

ど前に補綴の講義を担当して以来、再びご縁をいただきました。久しぶりに新鮮な緊

張感に包まれております。どうぞよろしくお願いいたします。 

まず、昨年から続く新型コロナ禍にもかかわらず、国家試験に見事１００％合格さ

れました。さぞ大変なご苦労があったことと拝察いたします。頑張った学生さんはも

ちろんのこと、導かれた和田前校長、教職員の皆様に心より敬意を表します。 

新型コロナウイルスは変異をしながらなおも感染拡大を続けています。この中で私

たちは大きな変化を余儀なくされました。日常生活では夏でも常にマスクをつけるこ

と、人と会うことや外出を控える、その結果旅行はおろか外食もままならない。多く

の学校では今まで当たり前だった対面授業が減少しオンラインの授業へ、実習も縮小

せざるを得ない状況です。 

一方で期せずして得られたものもあるように思います。こまめな手洗いやうがいに

よる衛生意識の向上、リモートワークの普及によって満員電車での通勤から解放され、

不必要な出張がなくなる等々。さらにワーケーションという新しい概念まで登場し、

仕事の場を変えられない身としてはうらやましくもあります。コロナ禍の状況をチャ

ンスと捉えて様々な場面で大胆な変革が加速できるかもしれません。 

歯科診療の現場は当初大変混乱をしましたが、従来より高いレベルでの感染症対策

を行っており、世界で最もハイリスクな職種と言われながらもクラスターは発生して

おりません。さらに今回のことで細部を見直して改善を図り、新しい設備を設置する

などしてそれはより高度なものとなりました。コロナが収束したのちも以前の状態に

戻ることはなく今後のスタンダードになるはずです。 

本校は歴史も実績も十二分にある学校です。様々なノウハウについてはほぼ完成さ

れています。校長就任にあたり、約３０年間にわたる臨床で培ったささやかな経験を

本校のさらなる発展のためにお役立てできたらと考えています。今まで当たり前とさ

れてきたことを見直すべき場面があるかもしれません。反面どんなに時が過ぎても変

わるべきでない普遍的なものは大切に守っていきたいと思います。 

そして将来歯科医療の現場で活躍してくれる優秀な歯科衛生士を送り出せるよう 

努めを果たしてまいります。 

ＭＤＨＣだより ＮＯ．９４ 

三河歯科衛生専門学校 
Ｒ３．５．８ 



１．入学式（２５回生）・始業式・対面式 

去る４月８日（木）、本校講堂にて令

和３年度入学式を挙行し、丸山校長より

４２名の入学が許可されました。新型コ

ロナウイルス感染予防対策のため、規模

を縮小しての式典となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「三河歯科衛生専門学校に入学して」 感想文～抜粋～ 

『教科書の量、器具の量にとても驚き

ました。一気にすべてを覚えることはと

ても難しいと思いますが、毎日コツコツ

器具の名前・特徴・使用方法、教科書の

内容をしっかりと理解していきたいで

す。』『授業は９０分と長く、覚えること

もたくさんあり、毎日大変になりそうで

すが、授業や休憩、昼食など色々な新し

い生活の場面があり、とてもワクワクし

ています。』『年齢も性格も異なりますが、

３年間仲良くたくさんの思い出を作って

いけると良いです。３年間は長いようで、

短い時間だと思うので、どれも全力で取

り組んでいきます。』 

 ４月９日（金）は始業式の後、対面式

を行い、新入生と在校生が初めて顔を合

わせました。在校生代表が、『同じ目標を

持つ仲間同士、一緒に頑張っていきまし

ょう。』などエールを送りました。 

２．臨床実習自己評価 

『基本的事項に関する評価』 

①社会人としての基本姿勢（７項目合算平均） 

 １期 ２期 

よくできた 65.2％ 58.3％ 

できた 26.2％ 34.7％ 

あと少し 8.1％ 6.9％ 

できなかった 0.4％ 0％ 

②患者理解（２項目合算平均） 

 １期 ２期 

よくできた 63.5％ 64.9％ 

できた 28.4％ 31.1％ 

あと少し 4.1％ 4.0％ 

できなかった 4.1％ 0％ 

③学習姿勢（６項目合算平均） 

 １期 ２期 

よくできた 42.3％ 29.3％ 

できた 37.8％ 52.7％ 

あと少し 17.1％ 17.1％ 

できなかった 2.7％ 0.9％ 

『実習帳に関する評価』（５項目合算平均） 

 １期 ２期 

よくできた 48.1％ 46.5％ 

できた 41.1％ 37.8％ 

あと少し 10.8％ 15.7％ 

できなかった 0％ 0％ 

『歯科診療補助に関する評価』（１３項目合算平均） 

 １期 ２期 

よくできた 22.0％ 22.4％ 

できた 42.8％ 40.3％ 

あと少し 26.8％ 28.9％ 

できなかった 2.7％ 2.5％ 

実施していない  5.6％ 5.8％ 

 

３．今後の主な行事予定 

・1・2年生合同保健指導   5/7･14(金) 

・3期臨床実習   4/5(月)～6/16(水) 


